
市立保育園（７園）・私立白石はるかぜ保育園
問子ども家庭課  ☎22-1363

●入園資格　市内に在住している（住民票が白石市にあ
る）３歳児～５歳児　※小学校の学区は関係ありません。
●募集定員　・第一幼稚園　80人（３歳児は20人）
　　　　　　・第二幼稚園　80人（３歳児は20人）
※４・５歳児を優先。３歳児は抽選となる場合があります。
●保育料　月6,000円
●申込書配布開始日　10月22日（月）
●受付期間　11月１日（木）～７日（水）
※土・日・祝日を除く9:00 ～ 17:00

市立幼稚園（２園）
問第一幼稚園  ☎26-2347　第二幼稚園  ☎25-6326

●対象　３歳児～５歳児
※満３歳児は３歳の誕生日以降入園可能。０歳～２歳児
の「子ども園ぐんぐん」も受け付けています。
●申込書配布開始日　10月１日（月）
●受付開始日　11月１日（木）　9:00 ～

私立ひかり幼稚園　問ひかり幼稚園　☎26-3390

市立保育園・幼稚園育
私立白石はるかぜ保育園・ひかり幼稚園児を募集します

仮称

（平成25年４月１日入園児）

●入園資格　①家庭内外で児童と離れて仕事をしてい
る、②親が出産前後、病気、心身の障がいがある、③世
帯に常時介護を必要とする病人、心身障害者（児）がいる
など、昼間に保育を受けることができない児童
●募集定員（予定）と入園できる年齢

  施設名 定員   入園できる年齢
はるかぜ保育園 90人 生後２カ月～５歳児
西保育園 90人

生後６カ月～５歳児南保育園 90人
北保育園 60人
越河保育園 50人

１歳児～５歳児
深谷保育園 60人
白川保育園 40人
大鷹沢保育園 50人

●保育時間（延長保育を含む）
・はるかぜ保育園　7:00 ～ 19:00（土曜日は18:00まで）
・南、北保育園　　7:30 ～ 19:00
・西、深谷保育園　7:30 ～ 18:30
・そのほかの園　　7:30 ～ 18:00
●保育料　家庭の所得税額などに応じて算定します。
●申込書配布開始日　10月15日（月）
●受付期間　11月１日（木）～９日（金）
※11月４日（日）を除く8:30 ～ 17:15
　３日（祝）は9:00 ～ 15:00まで受け付けます。

生後２カ月～＝平成24年２月１日までに生まれた児童▶生後６カ月～＝平成24年10月１日までに生まれた児童▶１歳児＝平成23年４月２日～平成
24年４月１日生まれの児童▶２歳児＝平成22年４月２日～平成23年４月１日生まれの児童▶３歳児＝平成21年４月２日～平成22年４月１日生まれ
の児童▶４歳児＝平成20年４月２日～平成21年４月１日生まれの児童▶５歳児＝平成19年４月２日～平成20年４月１日生まれの児童

申込書の配布先と提出先
　保育園は子ども家庭課、幼稚園は各園で申込書を配
布します。記入後は、保育園は子ども家庭課、幼稚園
は入園を希望する園に提出してください。

※建物の老朽化のため東保育園（寿山）は平成25年３月で廃園となり、新たに白石はるかぜ保育園（東町）が４月に開園します。

～未来を担う子どもたちのために～

保育園・幼稚園・児童館・小学校・中学校の「市独自除染」が終了

では、「白石市除染実施計画」に基づく除染と合
わせ、「子ども空間」の空間放射線量をより早く

低減させるため、７月から「市独自除染」を実施してい
ます。
　対象になった保育園・幼稚園・児童館・小学校・中学
校の除染作業は８月中に終了し、空間放射線量は毎時0.23
マイクロシーベルト未満になりました。

■「市独自除染」が終了した施設
①保育園：北・南・西・白川・深谷、②幼稚園：第一・
第二、③児童館：第二、④小学校：白石第一・深谷、⑤
中学校：白川
※東保育園、ひかり幼稚園、第一児童館は、空間放射線
量を測定した結果、毎時0.23マイクロシーベルト以上
のエリアがなかったため、除染は行いませんでした。

市

問放射能対策室（旧勤労青少年ホーム内）☎25-3720　http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/taisaku/

地域の総力を挙げて　放射能対策

国や東京電力に、あらゆる機会をとらえ「白石・宮城の状況」を訴えています
～風評被害への早期対応を求める要望書を内閣総理大臣と東京電力に提出しました～

１_９月14日、宮城県市長会として国に要望書を提出　２_８月29日、小
こ

松
まつ

日
ひ で お

出夫東京電力（株）東北補償相談センター所長（写真左）に白
石の状況を強く訴える風間市長　３_８月２日、白石市議会が提出した要望書への回答をもとに意見交換を行う市議会議員の皆さん

月14日、国と東京電力（株）に、宮城県知事、岩
手県知事、宮城県市長会長、宮城県町村会長、

岩手県市長会長、岩手県町村会長の連名で、福島第一原
子力発電所事故に伴う風評被害への早期対応を求める要
望書を提出しました。
　原発事故は、農林水産物の価格低下や観光客の減少に
よる減収、検査費用の負担などの被害を招き、本市だけ
でなく、広範にわたって深刻な影響をもたらしています。

９ これらの賠償は、県に関係なく被害の実態に即して行わ
れるべきであり、今回は、国に対し、原子力損害賠償紛
争審査会が定める指針に宮城県と岩手県の風評被害を賠
償の対象と明示し、かつ販売促進の支援策を充実させる
こと、また東京電力に対し、すべての風評被害に誠意を
もって速やかに賠償に取り組むことを強く要望しました。
　これからも、国や東京電力に、あらゆる機会をとらえ
早急に対応することを強く要望していきます。

９月10日、除染を終え運動会（花笠音頭）の練習を行う斎川小の児童

３２１

「白石市除染実施計画」に基づく除染は斎川小学校が終了
現在は、南中学校と大鷹沢保育園、大鷹沢小学校、大平小学校の除染作業を進めています

川小学校は、これまでと同様に校庭の除草や落
ち葉を除去した後に、除去土壌の発生を抑える

ため、汚染されていない土で厚さ５㎝の覆土を行い、校
舎の壁やテラス、遊具も清掃しました。
　この作業により、斎川小学校の空間放射線量の平均値

斎 は毎時0.35マイクロシーベルトから毎時0.16マイクロ
シーベルトになり、大きな効果を得ることができました。
　現在は、南中学校と大鷹沢保育園、大鷹沢小学校、大
平小学校の除染作業を進めています。こちらの進捗状況
と作業終了後の測定結果もお知らせしていきます。
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